
（１） 第102号 令和７年12月

　10月26日㈰、村民体育館において福祉

と文化のつどいが開催されました。

　ステージでは、前半に水上学園の児童

生徒による鼓笛や歌、村内保育所の遊戯、

元気クラブによる発表などが行われ、後

半では、ひょっとこ踊りやとんぼ座によ

る大衆演芸等が披露され、会場からは大

きな拍手が飛び交っていました。
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去
る
８
月
28
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㈭
、

ひ
と
り
暮
ら
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催
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委
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。
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﨑
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落
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児
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ヘ
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講
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技
講
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介
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よ
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が
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。
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。



　11月11日㈫、村内に住む75歳以上の一人

暮らしのお年寄りに、商工会女性部（大石

喜美子部長）の皆さんの真心のこもった弁

当の贈り物がありました。

　この活動は、同女性部が一人暮らし高齢

者の安否確認を兼ねて、毎年この時期に行

っているボランティア活動の一環で、平成

元年から続けられています。

　当日は午前９時過ぎに保健センターに集

まって調理を開始。昼前には約100名分の弁当ができあがり、さっ

そく各地区ごとに分かれ各家庭を訪問し励ましの言葉を添えて手渡

されました。
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　12月９日㈫に綺麗な花が植えられたプランターを

水上村保健センターに届けてくださいました。

　この活動は、地域活性化の花いっぱい運動の

一環として、村内の各事業所に届けられている

そうです。

　花のプランターは、水上村保健センターの正面玄

関前に置いておりますので、ぜひご覧ください。

　10月24日㈮、水上学園にて、４年生16名が高

齢者のからだのことについて学びました。

　手先の感覚体験では、軍手を装着してのワイ

シャツのボタン掛けを行い、二人一組になって

実際にゴーグルや装具を身につけ、手と足にお

もりを付けた状態で、寝転んだ状態からの起き

上がりや、階段の上り下り、また、介助側にな

り声の掛け方の体験をしました。

高齢者疑似体験
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剪定作業 除草作業 農作業

障子張替 買い物住居内外の掃除

　シルバー人材センターは、60歳以上の健康で働く意欲がある高齢者が「自主・自

立、共働・共助｣の理念の下、長年培ってきた技能、能力を活かして、臨時的かつ短

期的な仕事で働くことを通じて、生きがいの創出や社会参加を目的とする組織です。

水上村では現在53名の方が会員に登録されています。

　家にいるだけじゃもったいない。あなたも水上村シルバー人材センターでお仕事

しませんか。

農作業

仕
事
の
内
容
(※
一
部
で
す
)

＜お問合せ・申込先＞

水上村シルバー人材センター

水上村大字岩野 2678番地（水上村社会福祉協議会内） 電話 44－0782

　退職して時間に余裕のできた方、まだまだ仕事への意欲のある方など、仲間と楽
しく仕事をしませんか。

　10月17日㈮、水上村シルバー人材センター（中嶽弘継

理事長名）では、湯山「もとゆの森」の除草や清掃作業

などのボランティア活動を行いました。

　この活動は地域社会にシルバー事業の社会的意義を広

く宣伝、周知することを目的に実施するもので、今年は

会員36名が参加。約３時間をかけて公園の整備を行いました。

　今後も、様々な作業を通して、シルバー人材センターの会員の方々が健康で生き生き

とした生活を送ることができるように、また、村民の皆さんからも更なる信頼を得るこ

とができるように活動していきます。
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次
の
方
々
か
ら
、
香
典
返
し
と

し
て
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
対
し
深
く
感
謝
致
し
ま

す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
村

の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
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ご
ざ
い
ま
し
た
。
(
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和
７
年
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日
ま
で
受
付
順
)

令和7年度 相談日（毎月１回　第２木曜日）

◇◇◇◇◇◇

　11月12日㈬、東京都浅草公会堂において厚

生労働省・こども家庭庁・全国社会福祉協議

会・中央共同募金会の主催により全国社会福

祉大会の表彰式が執り行われました。

　この大会は、多年にわたり社会福祉の発展

に功労のあった方々を表彰し、一層の活躍を

期待するとともに、日本の社会福祉の一層の

充実を目指す機会として開催されています。

今年は、全国より750名の参加がありました。

　本村の社会福祉協議会より、白川敬一氏・

岩崎明美氏・入江拓実氏が受賞を受けており、

今回は受賞者

代表として、

岩崎明美氏が

表彰式典に参

加し壇上され

ました。


	01
	02
	03-04
	05
	06

